若年男性におけるタウリン摂取がレジスタンス運動後の骨格筋および動脈に及ぼす影響 by 羅 成圭 & RA SONG-GYU
若年男性におけるタウリン摂取がレジスタンス運動
後の骨格筋および動脈に及ぼす影響
著者 羅 成圭
内容記述 この博士論文は内容の要約のみ公表しています
発行年 2014
学位授与大学 筑波大学 (University of Tsukuba)
学位授与年度 2013
報告番号 12102甲第7071号
URL http://hdl.handle.net/2241/00124414
1 
 
〔博士論文要約版〕 
 
 
 
 
 
 
若年男性におけるタウリン摂取が 
レジスタンス運動後の骨格筋および動脈に及ぼす影響 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 25年度 
 
 
 
羅  成 圭 
課程博士：筑波大学大学院人間総合科学研究科スポーツ医学専攻 
 
 
 
2 
 
【緒言】 
アメリカスポーツ医学会とアメリカ心臓協会によって改定された運動ガイ
ドラインでは，レジスタンス運動は筋力低下や骨粗鬆症の予防に有効であるこ
とが示されている．レジスタンス運動，特に伸張性収縮を伴う運動をおこなう
と，運動数日後に筋肉痛が生じる（遅発性筋肉痛）．一方，レジスタンス運動後
には，動脈スティフネスが増加することも報告されている．遅発性筋肉痛は不快
感をきたし，運動継続を阻害する要因となり得る．また，動脈スティフネスの増
加は，心血管疾患の独立した危険因子であることから，レジスタンス運動後の遅
発性筋肉痛および動脈スティフネスの増加を抑制する方法の解明は重要な課題
であると考えられる． 
タウリンは哺乳類の心筋や骨格筋，肝臓等に豊富に存在するアミノ酸類似
体であり，強い抗酸化作用を有する．レジスタンス運動後の遅発性筋肉痛および
動脈スティフネスの増加には，酸化ストレスの増加が関与していることが報告
されている．このことから，レジスタンス運動後の遅発性筋肉痛や動脈スティフ
ネスの増加を抑制する可能性が考えられるが，これまでにタウリン摂取がレジ
スタンス運動後の遅発性筋肉痛や動脈スティフネスに及ぼす影響は明らかにさ
れていない． 
本研究では，タウリン摂取がレジスタンス運動後の遅発性筋肉痛および動
脈スティフネスに及ぼす影響を検討することを目的とし，本研究の目的を達成
するために，以下の研究課題を検討した． 
 
【研究課題 1-1】 
若年男性における高強度運動による疲労時の唾液中代謝産物の変動：網羅的解
析による検討 
若年男性 122名を対象に，3日間の連続したサッカーの試合（90分間/1試
合）を負荷し，その前後に唾液を採取した．全被験者を対象に，起床時心拍数，
体重，心理状態テスト（Profile of Mood States: POMS）の評価をおこない，先
行研究に基づきそれぞれの値に基準値を設定し，疲労した選手を抽出した．疲労
した選手の唾液をメタボローム解析により網羅的に解析したところ，唾液中の
タウリンが有意に増加した．このことから，健康な若年男性においては，疲労時
に唾液中のタウリンが有意に増加することが示された． 
 
3 
 
【研究課題 1-2】 
若年男性における疲労時の唾液中タウリン濃度の変動: 免疫グロブリン A との
比較 
若年男性 122名を対象に，3日間の連続したサッカーの試合（90分間/1試
合）を負荷し，その前後に唾液を採取した．研究課題 1-1と同様の方法を用い，
疲労群と非疲労群を抽出した．疲労群において，運動負荷後に唾液中免疫グロブ
リン A（sIgA）分泌速度が有意に低下し，同時に唾液中タウリン濃度が有意に
増加した．また，非疲労群においては，それぞれの項目に有意な変化は確認され
なかった．  
 
【研究課題 2】 
若年男性における血漿タウリン濃度増加のための至適タウリン摂取量の検討 
若年男性 48名を，プラセボ摂取群とタウリン摂取群の 2群に分け，2週間
のプラセボあるいはタウリン摂取させ，摂取前後の血漿タウリン濃度を評価し
た．タウリン摂取群において，血漿タウリン濃度が有意に約 2 倍に増加し，プ
ラセボ群では有意な変化は確認されなかった．  
 
【研究課題 3】 
若年男性におけるタウリン摂取がレジスタンス運動後の遅発性筋肉痛に及ぼす
影響 
若年男性 29 名を，プラセボ摂取群とタウリン摂取群の 2 群に分け，非利
き腕の上腕屈筋群に伸張性運動を負荷した．両群とも運動後に遅発性筋肉痛が
惹起されたが，タウリン摂取群においては，運動 2 日後の遅発性筋肉痛がプラ
セボ群に比べ有意に低値を示した．  
 
【研究課題 4-1】 
若年男性における血漿タウリン濃度と血管内皮機能および血圧との関係 
若年男性 53 名を対象に，血漿タウリン濃度と血管内皮機能および血圧に
関する横断研究をおこなった．まず，血漿タウリン濃度と，収縮期血圧，拡張期
血圧，脈圧，および血管内皮機能との間に有意な相関関係が認められた． 
 
【研究課題 4-2】 
4 
 
若年男性におけるタウリン摂取がレジスタンス運動後の動脈スティフネスに及
ぼす影響 
健康な若年男性 29名を，プラセボ摂取群とタウリン摂取群の 2群に分け，
研究課題 3 と同様のプロトコルで運動負荷をおこない，運動前後の動脈スティ
フネスを評価した．レジスタンス運動によって，プラセボ摂取群においては，動
脈スティフネスが増加した．しかし，運動 3 日後および 4 日後の動脈スティフ
ネスの増加はタウリン摂取によって有意に抑制された．  
 
【結論】 
本研究により得られた新たな知見を，以下にまとめる． 
 
1．高強度運動が繰り返される場合，疲労症状の発現に伴って，唾液中のタ
ウリン濃度が増加することが検証された．また，既存の疲労マーカー
として知られている唾液中 sIgA分泌速度の低下と，唾液中タウリン濃
度の増加が同時に起こったことから，繰り返される高強度運動による
疲労によって唾液中タウリン濃度が増加した可能性が示唆された． 
2．若年男性が 6g/dayのタウリンを 2週間経口摂取すると，血漿タウリン
濃度が約 2倍に増加することが示された． 
3．若年男性における運動 2週間前から運動 3日後までのタウリン摂取は，
伸張性運動後の遅発性筋肉痛と動脈スティフネスの増加を抑制するこ
とが検証された．タウリン摂取は，レジスタンス運動後の DOMSによ
る不快感や，動脈スティフネスの増加によるリスクの軽減の両者に有
効である経口サプリメントであることが示された． 
 
以上の結果は，曖昧に理解されていたタウリンの生理作用を明らかにする
ものであり，レジスタンス運動を，継続的に，より安全におこなう上で重要な新
知見を提供するものであると考える． 
 
 
